
９
月
１８
―
１９
日
の
台
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第第１47１47号号
令和4年（2022年）11月１日令和4年（2022年）11月１日

○第233回定例会
○新議員の紹介
○決算審査

○議案審議
○請願
○一般質問
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議案番号 件　　名
条例に関する議案

議案第４５号 パートナーシッププラン策定委員会条例の制定

議案第４６号 公有財産の取得及び処分価格審議会条例の制定

議案第４７号 地域福祉計画策定委員会条例の制定

議案第４８号 老人ホーム入所判定委員会条例の制定

議案第４９号 介護保険運営協議会条例の制定

議案第５１号 人・農地プラン検討会条例の制定

議案第５２号 教育支援委員会条例の制定

議案第５３号 滑川町立小中学校通学区域審議会条例の制定

議案第５４号 職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例の一部を改正する条例の制定

議案第５５号 職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定

議案第５７号 国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定

議案第５８号 印鑑条例の一部を改正する条例の制定

議案第５９号 文化財保護条例の一部を改正する条例の制定
令和4年度予算に関する議案

議案第60号 一般会計補正予算（第２号）の議定
議案第61号 国民健康保険特別会計補正予算（第１号）の議定
議案第62号 介護保険特別会計補正予算（第１号）の議定
議案第63号 後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）の議定
議案第64号 下水道事業特別会計補正予算（第２号）の議定
議案第65号 農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）の議定
議案第66号 浄化槽事業特別会計補正予算（第１号）の議定
議案第67号 水道事業会計補正予算（第２号）の議定

その他の議案
認定１号 令和３年度滑川町一般会計及び特別会計決算の認定
認定２号 令和３年度滑川町水道事業会計における剰余金処分及び決算の認定
発議第３号 「特定石綿被害建設業務労働者等に対する給付金等の支給に関する法律」の改正を求める意見書 (案 ) の提出

第２３3回滑川町議会定例会　審議結果一覧

　第233回定例会は、９月20日から９月28日の会期日程で開催され、令和３年度の一般会計及び決算議会　第233回定例会は、９月20日から９月28日の会期日程で開催され、令和３年度の一般会計及び決算議会
として、６つの特別会計と水道事業会計を認定しました。また、一般会計・特別会計補正予算など26議案がとして、６つの特別会計と水道事業会計を認定しました。また、一般会計・特別会計補正予算など26議案が
慎重審議され、原案どおり可決しました。なお、一般質問では、５人の議員が町の諸問題について見解や対慎重審議され、原案どおり可決しました。なお、一般質問では、５人の議員が町の諸問題について見解や対
応を質問しました。応を質問しました。

第２33 回 滑川町議会９月定例会

議案番号 賛成○、反対×で記載。

１ 2 3 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
宮
島　

一
夫

高
坂　

清
二

松
本　

幾
雄

上
野　

葉
月

井
上
奈
保
子

紫
藤　
　

明

小
澤　
　

実

北
堀　

一
廣

上
野　
　

廣

菅
間　

孝
夫

内
田　

敏
雄

吉
野　

正
浩

阿
部　

弘
明

瀬
上　

邦
久

議案第50号 予防接種健康被害調査委員会条例の制定 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第56号 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関す
る条例の一部を改正する条例の制定 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

● 賛否の分かれた議案

※議長は賛否が同数の時のみ審議に参加。
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子
育
て
、
福
祉
政
策
が
町
の

財
政
強
化
に
つ
な
が
っ
た

Q
子
育
て
政
策
は
、
滑
川
町
を

働
く
世
代
・
子
育
て
世
代
の
人
口

流
入
や
合
計
特
殊
出
生
率
の
高
い

町
に
し
た
。
そ
れ
が
個
人
町
民
税

の
歳
入
増
加
や
固
定
資
産
税
の
増

加
に
つ
な
が
り
、
財
政
基
盤
の
強

化
に
つ
な
が
っ
た
。
さ
ら
に
、
給

食
で
地
元
産
の
安
全
な
お
米
を
使

う
こ
と
で
、
子
ど
も
の
食
の
安
全

と
地
元
の
農
業
支
援
に
も
つ
な

が
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
成
果

を
生
み
出
し
た
子
育
て
支
援
策
、

こ
れ
を
ど
う
発
展
さ
せ
て
い
く

か
。
こ
れ
ま
で
町
は
企
業
誘
致
の

た
め
優
遇
政
策
を
進
め
て
き
た
。

し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
な
ど
社
会
の

経
済
の
影
響
や
こ
の
間
の
法
人
税

減
税
な
ど
で
大
き
な
成
果
を
生
み

出
せ
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
「
子

育
て
支
援
政
策
」
と
い
う
、
一
見

経
済
活
性
化
と
は
無
関
係
の
よ
う

な
政
策
が
大
き
な
経
済
効
果
を
生

み
出
し
た
の
で
は
な
い
か
。
町
の

今
後
を
考
え
る
と
、
子
育
て
や
福

祉
政
策
を
さ
ら
に
進
め
、
農
業
と

福
祉
、
産
業
と
福
祉
が
連
携
す
る

町
づ
く
り
を
進
め
る
べ
き
だ
。

A
全
国
の
自
治
体
が
少
子
化
人

口
減
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
中
、
滑

川
町
で
は
働
く
世
代
の
人
口
増
が

続
い
て
い
る
。
退
任
す
る
吉
田
町

長
の
行
政
手
腕
が
い
か
ん
な
く
発

揮
さ
れ
た
事
例
の
一
つ
だ
。
町
の

福
祉
施
設
の
充
実
、
給
食
費
無
償

化
や
子
ど
も
医
療
費
無
償
化
は
、

経
費
以
上
の
効
果
を
町
に
も
た
ら

し
て
い
る
。
現
状
は
、
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業
を
継
続
し
な
が

ら
、
高
齢
者
に
関
す
る
福
祉
施
策

の
一
層
の
充
実
を
図
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
段
階
。
経
済
効
果
に
つ

い
て
は
検
証
す
る
必
要
が
あ
る

が
、
給
食
の
食
材
の
地
産
地
消
や

福
祉
事
業
所
に
お
け
る
町
内
事
業

者
か
ら
地
元
発
注
な
ど
現
在
で
も

多
く
の
効
果
を
感
じ
る
。

町
と
旧
統
一
教
会
と
の

関
係
・
国
葬
へ
の
対
応
は

Q
町
や
関
係
団
体
と
旧
統
一
協

会
と
の
関
係
に
つ
い
て
。

A
旧
統
一
教
会
ま
た
は
関
連
団
体

と
の
関
係
の
調
査
の
結
果
、
い
ず

れ
も
な
い
。
今
後
に
つ
い
て
も
引

き
続
き
関
係
を
持
つ
こ
と
は
な
い
。

Q
安
倍
元
首
相
の
国
葬
へ
の
、

町
や
教
育
委
員
会
の
対
応
に
つ
い

て
。A故

人
を
敬
う
行
為
は
強
制
さ

れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
と
考
え

る
。

総
括
質
疑

　
９
月
１１
日（
日
）
に
滑
川
町
長
選
挙
と
同
日

で
実
施
さ
れ
た
滑
川
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙

（
定
員
１
名
）
で
、
小
澤　

実
氏
が
当
選
さ

れ
ま
し
た
。

　
委
員
会
条
例
に
基
づ
き
、
小
澤 

実
氏
が
選

任
さ
れ
た
委
員
会

■
総
務
経
済
建
設
常
任
委
員
会

■
議
会
運
営
委
員
会

補
欠
選
挙
に
よ
る
　
　

　
　   

当
選
に
つ
い
て

●�経常収支比率は、財政構造の弾力性を判断するもの
で、前年度の86. ２％から79. ２％に下がりよくなって
いるが、人件費、扶助費、公債費などの経済的経費の
抑制に十分留意されたい。

●�実質収支比率は、前年度の８. １％から11. ６％に上昇し
良好。

●�今後も行政要望に伴う事務事業や教育環境整備等に関
わる財政負担等、財政を取り巻く状況は依然として厳
しさが続くものと思われる。したがって、予算の執行
に当たっては、事務の効率化及び事業の必要性を徹底
検証されたい。そして、受益者負担等の自主財源の確
保や一部の事務事業の見直しを含めた事業効果を十分
検討の上、引き続き経費の削減に取り組んでいただき
たい。

監査委員による決算意見書

一 般 会 計 77億７４９８万0006円

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 16億５３２９万７８４２円

介 護 保 険 特 別 会 計 10億３２６０万７１２８円

後期高齢者医療特別会計 １億７２０９万２２８６円

下 水 道 事 業 特 別 会 計 ３億６０８１万４２３０円

農業集落排水事業特別会計 ８８１８万２３１２円

浄 化 槽 事 業 特 別 会 計 ３７２６万８７８６円

水 道 事 業 会 計 ３億6671万1000円

令和３年度歳出決算額令和３年度歳出決算額
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町
税
延
滞
金
が
増
額
の
理
由

Q
町
税
延
滞
金
を
増
額
補
正
し

た
が
、
そ
れ
以
上
の
金
額
が
入
っ

て
き
て
い
る
理
由
は
。

A
主
に
、
法
人
の
徴
収
猶
予
期

間
が
終
了
し
、
延
滞
金
が
納
付
さ

れ
た
こ
と
に
よ
る
。

臨
時
財
政
対
策
債
制
度
の

問
題
は

Q
国
は
財
源
不
足
か
ら
、
地
方

交
付
税
と
し
て
交
付
す
べ
き
額
を

減
ら
し
、
そ
の
穴
埋
め
と
し
て
地

方
債
を
発
行
さ
せ
、
そ
の
元
利
償

還
相
当
額
を
後
年
度
以
降
の
地
方

交
付
税
で
措
置
す
る
と
し
て
い

る
。
こ
の
制
度
で
町
は
不
利
益
を

生
じ
な
い
か
。

A
国
は
こ
の
制
度
で
実
質
地
方

に
は
負
担
は
な
い
と
言
っ
て
い
る

が
、
こ
れ
は
理
論
上
の
話
で
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
で
町
に
入
っ
て
く
る

こ
と
と
は
別
の
話
、
後
年
度
の
町

の
財
政
力
指
数
に
よ
っ
て
入
っ
て

く
る
額
は
違
っ
て
く
る
。
財
政
力

指
数
が
本
町
の
よ
う
に
高
い
場
合

は
、
不
利
益
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
町
で
は
臨
時
財
政
対
策
債
制

度
の
廃
止
、
地
方
交
付
税
制
度
の

見
直
し
を
国
に
要
望
し
て
い
る
。

地
方
債
（
町
の
借
金
）
の

額
は

Q
公
債
費
比
率
、
実
質
公
債
費

比
率
、
公
債
費
負
担
率
は
、
共
に

減
少
傾
向
に
あ
る
が
、
元
利
償
還

金
は
６
億
１
４
５
万
４
千
円
で
令

和
２
年
度
よ
り
１
４
７
０
万
５
千

円
増
額
し
て
い
る
。
地
方
債
の
総

額
は
。

A
令
和
３
年
度
末
の
残
高
は
、

54
億
２
８
７
万
３
千
円
と
な
っ
て

い
る
。

職
員
に
よ
る
日
直
制
度
の

在
り
方
の
検
討
を

Q
日
直
制
度
の
概
要
は
。

A
祝
日
、
土
・
日
曜
日
に
職
員

２
人
で
対
応
。
近
隣
自
治
体
に
お

い
て
も
日
直
制
度
を
と
っ
て
い
る

と
こ
ろ
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
廃

止
も
含
め
て
検
討
し
た
こ
と
は
あ

る
が
、
当
面
は
こ
の
体
制
を
維
持

し
て
い
き
た
い
。
な
お
、
職
員
１

人
に
つ
き
年
２
～
３
回
勤
務
。

Q
民
間
委
託
も
選
択
肢
に
あ
る

と
思
う
。
職
員
や
職
員
組
合
か
ら

廃
止
の
要
望
は
な
い
か
。

A
組
合
か
ら
廃
止
と
い
う
意
見

も
以
前
は
あ
っ
た
が
、
災
害
対
応

等
の
関
係
も
あ
る
の
で
、
職
員
で

実
施
し
て
い
き
た
い
。

消
費
生
活
相
談
を
よ
り
利

用
し
や
す
く
で
き
な
い
か

Q
消
費
生
活
相
談
は
、
１
市
４

町
の
合
同
事
業
で
、
東
松
山
市
役

所
に
相
談
窓
口
が
あ
る
。
遠
方
と

な
る
の
で
、
電
話
や
メ
ー
ル
で
の

相
談
は
で
き
な
い
か
。

A
電
話
に
て
予
約
を
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
相
談
で
き
る
。
メ
ー
ル

に
つ
い
て
は
現
在
実
施
し
て
い
な

い
。
今
後
検
討
す
る
。

要望
町
民
の
利
便
性
を
考
え
、
本
町

役
場
で
も
年
何
回
か
窓
口
を
開
設

で
き
な
い
か
、検
討
し
て
ほ
し
い
。

関
越
自
動
車
道
に
対
す
る

要
望
等
の
対
応
を

Q
関
越
自
動
車
道
埼
玉
県
対
策

協
議
会
に
本
町
は
加
盟
し
て
い
る

が
、
関
越
道
に
面
し
て
い
る
地
域

の
要
望
等
を
町
が
集
約
し
、
交
渉

し
て
ほ
し
い
。

A
地
元
か
ら
要
望
等
を
町
へ
い

た
だ
け
れ
ば
現
地
を
調
査
し
、
ネ

ク
ス
コ
へ
依
頼
し
て
い
く
。

町
道
補
修
作
業
の
内
容
は

Q
町
道
補
修
作
業
員
手
数
料
の

内
容
は
。

A
町
内
の
建
設
業
者
に
依
頼

し
、
舗
装
の
緊
急
補
修
、
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
の
修
繕
、
倒
木
に
よ
る
緊

急
伐
採
、
砂
利
敷
な
ど
の
作
業
員

の
手
数
料
で
あ
る
。

Q
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
や
道
路
標
識

等
に
巻
き
付
い
た
草
の
処
理
は
ど

う
し
て
い
る
か
。

A
緊
急
性
の
あ
る
除
草
作
業

は
、
町
職
員
で
行
っ
て
い
る
。

町
内
全
域
植
栽
剪
定
の
内

容
は

Q
町
内
全
域
の
植
栽
剪
定
委
託

と
は
、
ど
の
よ
う
な
内
容
か
。

A
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

街
路
等
の
植
栽
剪
定
を
委
託
し
、

民
間
業
者
に
は
、
高
木
等
の
危
険

性
の
あ
る
街
路
樹
の
伐
採
や
剪
定

を
委
託
し
て
い
る
。

比
企
広
域
消
防
組
合
非
常

備
消
防
費
負
担
額
は

Q
昨
年
と
比
べ
、
消
防
費
負
担
金

が
減
額
に
な
っ
て
い
る
。
な
ぜ
か
。

A
予
定
し
て
い
た
消
防
団
事
業

が
、
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
よ
り
実

施
で
き
な
か
っ
た
た
め
。

自
主
財
源
を
も
っ
と
増
や
し

て
い
く
た
め
の
町
の
考
え
は

Q
令
和
３
年
度
の
収
入
の
う
ち

自
主
財
源
が
前
年
よ
り
増
加
し
て

い
て
、
徴
税
が
増
加
に
な
っ
て
い

る
。
コ
ロ
ナ
禍
の
下
で
の
増
額
は

大
変
だ
っ
た
と
思
う
。
こ
の
こ
と

を
ど
う
捉
え
る
か
。

A
納
税
者
１
５
３
名
の
増
加
と

な
っ
て
い
る
。
う
ち
、
給
与
所
得

者
（
課
税
標
準
額
２
０
０
万
円
～

４
０
０
万
円
）
が
１
３
５
人
増
加

し
て
い
る
こ
と
が
要
因
の
一
つ
と

考
え
ら
れ
る
。

Q
さ
ら
に
自
主
財
源
を
増
や
し

て
い
く
た
め
の
対
策
は
。

A
今
は
大
変
厳
し
い
と
こ
ろ
に

あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
課
題
で
あ
る

と
思
う
。
町
と
し
て
は
企
業
誘
致

し
て
会
社
を
町
に
呼
び
こ
ん
で
い

く
こ
と
も
考
え
て
い
る
。

自
動
交
付
機
は
残
し
て

Q
自
動
交
付
機
で
の
交
付
枚
数

は
７
５
３
５
件
で
、
５１･

１
％
と

な
っ
て
い
る
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
持
ち
歩
く
の
は
不
安
が

大
き
い
。
町
民
カ
ー
ド
は
有
効
か

と
思
う
が
、
今
後
も
継
続
と
い
う

こ
と
で
い
い
の
か
。

A
交
付
機
の
保
守
が
終
了
と
な

る
た
め
、
令
和
６
年
11
月
ま
で
の

利
用
に
な
る
。

Q
継
続
に
つ
い
て
検
討
す
る
方

向
だ
っ
た
の
で
は
な
い
の
か
。

A
コ
ン
ビ
ニ
交
付
へ
の
切
替
え

を
進
め
る
。
交
付
機
器
会
社
か
ら

今
後
、
販
売
・
製
造
中
止
、
保
守

打
切
り
と
の
通
知
が
来
て
い
る
。

町
民
カ
ー
ド
の
普
及
率
は
高
く
、

役
場
内
だ
け
の
オ
ン
ラ
イ
ン
で
つ

な
が
り
安
全
だ
。
期
限
を
迎
え
る

決算審査特別委員会決算審査特別委員会
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に
当
た
り
利
用
ニ
ー
ズ
及
び
コ
ス

ト
を
調
査
し
て
い
く
。

要望
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
問

題
点
は
大
き
い
。
利
便
性
を
奪
わ

ず
、
町
民
の
福
祉
を
考
え
て
町
政

の
推
進
を
図
っ
て
ほ
し
い
。

差
し
押
さ
え
前
に
電
話
連

絡
を

Q
滞
納
者
へ
電
話
催
告
は
実
施

し
て
い
る
の
か
。

A
滞
納
者
全
員
に
は
し
て
い
な

い
が
、
少
し
ず
つ
や
っ
て
い
き
た

い
。
納
付
期
限
か
ら
１
か
月
後
の

督
促
、
さ
ら
に
そ
の
後
１
か
月
で

文
書
催
告
。
財
産
が
あ
り
な
が
ら

納
税
が
な
い
人
に
つ
い
て
は
差
し

押
さ
え
る
。
困
っ
て
い
る
た
め
助

け
て
ほ
し
い
、
と
い
う
方
に
は
、

電
話
の
催
告
な
ど
行
い
完
納
へ
寄

り
添
っ
て
行
っ
て
い
る
。

Q
な
ぜ
１
本
の
電
話
が
入
れ
ら

れ
な
い
の
か
。改
善
し
て
ほ
し
い
。

換
価
は
す
ぐ
や
っ
て
い
る
の
か
。

A
財
産
調
査
を
し
、
確
認
さ
れ

た
後
、
換
価
と
い
う
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

要望
換
価
に
関
し
て
は
必
ず
電
話

連
絡
を
行
う
べ
き
だ
。

子
育
て
・
福
祉
推
進
で
自

主
財
源
確
保

Q
町
の
財
政
の
特
徴
に
つ
い

て
、
一
般
財
源
に
お
け
る
割
合

は
、
町
税
が
50
％
、
地
方
交
付
税

が
４
～
５
％
。
嵐
山
町
の
場
合
、

地
方
税
40
％
、
交
付
税
10
％
。
自

主
財
源
が
あ
る
と
交
付
税
が
減
ら

さ
れ
る
と
い
う
関
係
だ
。
自
主
財

源
を
増
や
す
こ
と
が
基
本
だ
。
町

の
考
え
方
は
ど
う
か
。

A
自
主
財
源
で
運
営
で
き
る
こ

と
が
理
想
。
現
実
は
不
足
し
て
い

る
た
め
地
方
交
付
税
で
補
て
ん
が

必
要
。

Q
こ
れ
ま
で
企
業
誘
致
を
行
っ

て
き
た
が
ど
う
だ
っ
た
の
か
。
再

検
討
の
時
期
で
は
な
い
の
か
。
町

で
は
子
育
て
と
福
祉
に
力
を
入
れ

た
財
政
運
営
を
し
て
い
る
。
そ
れ

が
人
口
増
を
生
み
、
自
主
財
源
向

上
を
生
ん
で
い
る
。
そ
う
し
た
流

れ
を
今
後
も
作
る
べ
き
。

A
自
主
財
源
確
保
の
た
め
に
は

人
口
増
は
欠
か
せ
な
い
。
企
業
誘

致
に
つ
い
て
も
、
地
方
財
政
を
支

え
る
上
で
の
必
要
な
パ
ー
ツ
の
一

つ
。
昨
今
、
海
外
進
出
し
て
い
た

工
場
が
国
内
に
帰
っ
て
い
る
と
の

こ
と
。
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
多
額
の

費
用
を
有
し
負
担
に
な
る
と
い
う

側
面
も
あ
る
。
今
後
町
で
は
子
ど

も
・
子
育
て
に
よ
る
人
口
増
、
町

の
中
で
で
き
つ
つ
あ
る
循
環
に
つ

い
て
考
え
て
い
き
た
い
。

Q
夏
休
み
明
け
の
登
校
に
合
わ

せ
た
通
学
路
の
草
刈
り
の
実
施
が

必
要
だ
。
草
刈
り
の
時
期
と
頻
度

に
つ
い
て
伺
う
。

A
草
刈
り
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
へ
委
託
。
通
学
路
区
域

図
を
事
前
に
渡
し
実
施
し
て
も

ら
っ
て
い
る
が
、
人
員
不
足
で
業

務
が
追
い
つ
い
て
い
な
い
。
回
数

に
つ
い
て
は
、
お
お
む
ね
２
～
３

回
の
実
施
を
し
て
い
る
。

敬
老
年
金
支
給
事
業
の
精

査
を

Q
現
在
本
町
で
は
、
75
歳
以
上

の
高
齢
者
全
員
に
敬
老
年
金
を
支

給
し
て
い
る
。
比
企
郡
内
に
同
じ

よ
う
な
支
給
を
し
て
い
る
自
治
体

は
あ
る
か
。

A
比
企
郡
内
に
は
無
い
と
把
握

し
て
い
る
。

要望
敬
老
祝
金
的
な
支
給
を
し
て

い
る
自
治
体
で
も
、
一
般
的
に
喜

寿
、
傘
寿
、
米
寿
等
の
年
齢
の
節

目
に
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い

と
思
う
。
決
し
て
裕
福
な
財
政
状

況
で
は
な
い
の
で
、
小
さ
い
こ
と

だ
が
、
将
来
に
向
け
た
内
容
の
精

査
を
行
っ
て
み
て
は
。

デ
マ
ン
ド
交
通
事
業
は
町

民
の
要
望
に
対
応
で
き
て

い
る
か

Q
令
和
２
年
度
と
比
較
す
る
と

登
録
者
数
は
増
え
て
い
る
が
、
運

行
回
数
が
減
少
し
て
い
る
。
そ
の

要
因
は
。

A
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ

り
、
高
齢
者
に
対
す
る
一
部
の
事

業
を
中
止
し
た
こ
と
や
蔓
延
防
止

の
観
点
か
ら
利
用
制
限
を
し
た
こ

と
が
影
響
し
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

Q
町
民
の
要
望
に
対
応
し
き
れ

ず
、
運
行
回
数
が
減
っ
て
い
る
こ

と
は
な
い
か
。

A
極
力
希
望
に
添
え
る
よ
う
な

運
用
を
行
っ
て
い
る
が
、
利
用
時

間
の
重
複
等
で
お
断
り
し
た
ケ
ー

ス
が
、
令
和
３
年
度
33
件
あ
っ

た
。
時
間
に
よ
っ
て
は
空
き
も
あ

る
の
で
、
現
状
の
３
台
で
運
用
可

能
と
思
わ
れ
る
。

民
地
を
含
め
不
法
投
棄
の

対
応
は

Q
生
活
環
境
パ
ト
ロ
ー
ル
町
内

美
化
推
進
事
業
の
内
容
と
、
民
地

へ
の
不
法
投
棄
の
対
応
は
。

A
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

委
託
し
、
町
道
、
ご
み
集
積
所
周

辺
、
不
法
投
棄
等
の
美
化
推
進
を

し
て
い
る
。
民
地
の
不
法
投
棄
に

つ
い
て
は
、
確
認
等
を
し
て
い
る

が
、
土
地
所
有
者
へ
の
情
報
提
供

等
は
行
っ
て
い
な
い
。

Q
民
地
に
不
法
投
棄
が
さ
れ
て

い
た
場
合
は
、
追
跡
調
査
等
行
っ

て
い
る
か
。

A
民
地
に
つ
い
て
は
、大
規
模
、

悪
質
な
も
の
は
所
有
者
に
伝
え
る

が
、
追
跡
調
査
は
し
て
い
な
い
。

警
察
へ
通
報
を
お
願
い
し
て
い

る
。
な
お
、
不
法
投
棄
に
つ
い
て

は
、
現
在
監
視
カ
メ
ラ
を
２
基
設

置
し
運
用
し
て
い
る
。

Q
民
地
に
捨
て
ら
れ
た
不
法
投

棄
物
を
環
境
美
化
の
日
に
出
し
て

も
い
い
の
で
は
。

A
現
に
出
し
て
い
る
地
区
も
あ

る
。ス

ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー

ダ
ー
の
設
置
は
小
学
校
だ

け
で
よ
い
の
か

Q
学
校
巡
回
指
導
、
子
ど
も
の

見
守
り
活
動
、
防
犯
訓
練
等
の
業

務
を
行
っ
て
い
る
ス
ク
ー
ル
ガ
ー

ド
リ
ー
ダ
ー
設
置
は
、
小
学
校
に

３
名
。
中
学
校
に
も
必
要
と
思
う

が
、
ど
の
よ
う
な
考
え
か
。

A
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー

は
、
児
童
の
登
下
校
の
安
全
確
保

を
メ
イ
ン
に
業
務
を
行
っ
て
い

る
。
現
在
、
各
小
学
校
に
１
名
ず

つ
配
置
さ
れ
て
い
る
が
、こ
の
方
々

が
、
中
学
生
の
登
下
校
の
見
守
り

活
動
も
同
様
に
行
い
、
児
童
・
生

徒
全
体
の
安
全
を
図
っ
て
い
る
。

幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
空
調

整
備
リ
ー
ス
事
業
に
つ
い
て

Q
ガ
ス
式
と
電
気
式
採
用
の
目

的
（
メ
リ
ッ
ト
）
は
何
か
。

A
幼
、
小
・
中
学
で
そ
れ
ぞ
れ

の
方
式
に
つ
い
て
の
特
徴
を
踏
ま

え
、
コ
ス
ト
や
効
果
等
を
比
較
検

討
し
適
切
な
も
の
を
設
置
し
て
い

る
。
特
に
ガ
ス
式
は
、
災
害
発
生

時
に
避
難
所
で
の
利
用
も
想
定
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し
、
ガ
ス
に
よ
る
発
電
機
や
、
煮

炊
き
用
の
ガ
ス
コ
ン
ロ
を
常
備
し

て
い
る
。
ま
た
、
燃
料
と
な
る
ガ

ス
も
、
タ
ン
ク
内
に
常
に
３
分
の

２
が
確
保
さ
れ
る
体
制
を
取
っ
て

い
る
。

Q
年
間
の
稼
動
日
数
は
。

A
今
季
の
稼
動
は
、
６
月
10
日

か
ら
使
用
開
始
で
６
月
…
15
日

間
、
７
月
…
20
日
間
、
８
月
…
19

日
間
、
９
月
…
20
日
間
、
合
計
74

日
間
で
あ
る
。

介
護
認
定
率
低
く
高
齢
者

が
元
気
な
印

Q
町
の
介
護
の
認
定
率
は
、
全

国
的
に
ど
の
く
ら
い
の
レ
ベ
ル

か
。A令

和
３
年
度
の
認
定
率
は

13
％
、
５
８
３
名
。
埼
玉
県
全
体

で
１６・
２
％
、
全
国
は
１８・
９
％
。

県
内
61
保
険
者
中
、
滑
川
町
は

58
番
目
。
全
国
１
５
７
１
中
、

１
５
３
７
番
目
と
大
変
す
ば
ら
し

い
数
字
と
な
っ
て
い
る
。

要望
高
齢
者
が
元
気
だ
と
い
う
こ

と
だ
。
報
告
書
の
中
に
そ
う
し
た

数
字
を
入
れ
て
ほ
し
い
。

条
例
が
で
き
た
の
に
山
が

伐
採
さ
れ
て
い
る

Q
太
陽
光
発
電
設
備
設
置
の
条

例
が
で
き
た
が
、
事
前
協
議
の
中

で
文
化
財
調
査
の
た
め
に
事
業
者

が
木
の
伐
採
を
行
っ
て
し
ま
っ
て

い
る
。

A
伐
採
に
つ
い
て
は
、
必
要
最

低
限
に
し
て
い
る
は
ず
だ
。

要望
申
請
が
通
る
か
ど
う
か
わ
か

ら
な
い
段
階
で
木
を
伐
採
す
る
、

伐
採
さ
れ
た
山
だ
け
が
残
る
な
ど

と
い
う
こ
と
は
避
け
て
ほ
し
い
。

町
内
の
調
整
を
行
っ
て
ほ
し
い
。

残
っ
た
給
食
は
資
源
と
し

て
還
元
を

Q
学
校
給
食
の
食
糧
残
渣
の
処

理
に
つ
い
て
。

A
食
べ
残
し
に
つ
い
て
は
、
給

食
の
委
託
業
者
に
引
き
取
っ
て
も

ら
い
食
品
残
渣
と
し
て
処
分
し
て

い
る
。
１
日
当
た
り
約
90
㎏
。

年
間
１
８
１
回
の
給
食
提
供
を

行
っ
て
い
る
の
で
、
単
純
計
算
で

１
６
２
９
０
㎏
と
な
る
。
処
理
方

法
は
全
て
可
燃
ご
み
と
し
て
処
理

を
し
て
い
る
。

Q
食
糧
残
渣
を
資
源
と
し
て
、

還
元
を
す
る
と
い
う
考
え
方
が
い

い
の
で
は
な
い
の
か
。
業
者
委
託

料
も
軽
減
す
る
の
で
は
な
い
の
か
。

A
資
源
化
の
た
め
に
は
施
設
、

受
入
れ
業
者
が
必
要
。

寝
た
き
り
手
当
、
緊
急
通

報
シ
ス
テ
ム
活
用
を

Q
寝
た
き
り
老
人
手
当
、
月

５
千
円
支
給
の
対
象
と
事
業
に
つ

い
て
。

A
在
宅
生
活
65
歳
以
上
で
、
お

お
む
ね
６
か
月
以
上
の
寝
た
き
り

ま
た
は
重
度
の
認
知
症
状
の
方
が

対
象
。
町
の
単
独
事
業
と
し
て

行
っ
て
い
る
。

Q
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の
利
用

者
は
、
令
和
３
年
度
末
現
在
43
名

と
の
こ
と
。利
用
状
況
は
ど
う
か
。

A
令
和
３
年
度
で
は
「
着
信
件

数
」
が
17
件
。

就
労
支
援
か
ら
就
労
に
つ

な
が
る
件
数
は

Q
障
害
者
就
労
支
援
の
受
入
れ

事
業
所
が
町
に
は
６
つ
。
こ
の
支

援
を
と
お
し
て
就
労
に
つ
な
が
っ

た
実
態
を
。

A
就
労
移
行
支
援
と
就
労
継
続

支
援
Ｂ
と
合
わ
せ
て
令
和
３
年
度

就
労
に
結
び
つ
い
た
実
績
は
３

名
、
令
和
２
年
度
２
名
。

家
庭
の
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
環
境

は
あ
る
か

Q
今
年
よ
り
学
校
か
ら
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
持
ち
帰
る
が
、
Ｗ
ｉ
‐

Ｆ
ｉ
の
環
境
は
家
庭
の
中
で
整
備

さ
れ
て
い
る
の
か
。

A
各
家
庭
の
Ｗ
ｉ-
Ｆ
ｉ
状
況

を
事
前
調
査
で
確
認
し
、
９
割
以

上
は
環
境
が
あ
る
。
な
い
家
庭
に

つ
い
て
は
モ
バ
イ
ル
Ｗ
ｉ-
Ｆ
ｉ

の
貸
出
し
の
準
備
を
し
て
い
る
。

人
間
ド
ッ
ク
補
助
申
請
に

結
果
表
は
必
要
か

Q
人
間
ド
ッ
ク
指
定
医
療
機
関
以

外
で
受
診
し
補
助
申
請
を
す
る
際

に
、
結
果
表
を
求
め
て
い
る
。
内

容
を
他
人
に
見
ら
れ
た
く
な
い
の

が
心
情
だ
が
、
な
ぜ
必
要
な
の
か
。

A
特
定
健
診
等
の
デ
ー
タ
と
し

て
用
い
て
い
る
。
な
お
、
指
定
医

療
機
関
で
実
施
し
た
結
果
表
も
、

医
療
機
関
か
ら
提
出
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
。

Q
収
集
し
た
デ
ー
タ
は
公
表
し

て
い
る
か
。

A
個
人
情
報
に
配
慮
し
、
町
の

デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
に
活
用
し
、

健
康
課
題
の
抽
出
等
に
役
立
て
て

い
る
。

Q
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
の
申

請
案
内
に
お
い
て
、
結
果
表
が
必

要
な
理
由
や
個
人
情
報
へ
の
配
慮

等
の
記
述
を
入
れ
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

A
町
民
へ
の
理
解
を
い
た
だ
け

る
よ
う
情
報
提
供
に
努
め
て
い

く
。コ

ロ
ナ
禍
で
医
療
費
が
増
加

Q
医
療
費
は
増
額
し
て
い
る
。

増
額
の
要
因
に
コ
ロ
ナ
は
関
係
し

て
い
る
か
。

A
コ
ロ
ナ
関
連
で
約
２
０
０
０

万
円
か
か
っ
て
い
る
。

特
定
保
健
指
導
減
少
の
対

策
を

Q
特
定
健
診
は
令
和
２
年
度
よ

り
持
ち
直
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、

特
定
保
健
指
導
に
つ
い
て
は
中
々

戻
ら
な
い
。
原
因
と
対
策
を
。

A
対
面
で
の
個
別
指
導
が
基
本

の
た
め
コ
ロ
ナ
の
影
響
が
あ
る
。

対
面
が
難
し
い
た
め
オ
ン
ラ
イ
ン

を
利
用
し
て
い
る
他
町
村
も
あ
る

よ
う
だ
が
、
そ
こ
ま
で
は
し
て
い

な
い
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
は

Q
要
介
護
認
定
で
、基
本
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
に
よ
り
「
総
合
事
業
対

象
者
」
と
な
っ
た
方
…
と
あ
る

が
、
ど
の
よ
う
な
状
況
の
人
た
ち

な
の
か
伺
う
。

A
介
護
関
係
の
中
で
25
項
目
に

わ
た
っ
て
高
齢
者
に
対
し
種
々
な

質
問
を
行
い
、
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

を
作
成
し
て
い
る
。
こ
の
中
で
支

援
対
象
者
と
な
っ
た
方
は
要
介
護

認
定
申
請
を
し
な
く
て
も
介
護

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
、
病
状
が

重
く
な
ら
な
い
う
ち
に
今
ま
で
の

状
態
で
い
ら
れ
る
た
め
の
予
防
の

支
援
を
し
て
い
る
。

Q
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
は
ど
の
よ

う
な
も
の
な
の
か
。

A
要
支
援
１
・
２
と
同
様
の
通

所
・
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
利
用

で
き
る
。
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市
野
川
水
循
環
セ
ン
タ
ー
に

対
す
る
負
担
金
の
内
容
は

Q
維
持
管
理
負
担
金
と
建
設
事

業
費
負
担
金
の
内
容
は
。

A
維
持
管
理
負
担
金
は
、
県
と

小
川
町
、
嵐
山
町
、
滑
川
町
で
協

定
を
結
び
拠
出
し
て
い
る
。
当
該

施
設
に
流
入
し
た
処
理
水
量
に
よ

り
積
算
さ
れ
る
。
建
設
事
業
費
負

担
金
に
つ
い
て
は
、
接
続
人
口
に

よ
っ
て
按
分
さ
れ
る
。

議
案
審
議

議
案
審
議

ＱＱ
＆＆
ＡＡ

議
案
第
４５
号　

パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
プ
ラ
ン
策
定

委
員
会
条
例
の
制
定

Q
こ
れ
ま
で
求
め
て
き
た
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
の
導
入
に
つ

い
て
、
か
な
り
多
く
の
自
治
体
で

制
定
を
し
て
い
る
。
制
定
し
て
い

な
い
自
治
体
に
引
っ
越
し
た
場
合

に
不
利
益
が
生
じ
る
。
早
め
の
対

応
と
考
え
方
が
必
要
で
は
な
い

か
。A導

入
は
い
ず
れ
行
う
。
県
内

各
市
町
村
で
は
か
な
り
の
数
が
発

し
て
い
る
。
嵐
山
町
、
小
川
町
と

で
協
議
中
。
東
松
山
は
す
で
に
制

度
を
発
出
し
て
い
る
。

議
案
第
４６
号　

公
有
財
産

の
取
得
及
び
処
分
価
格
審

議
会
条
例
の
制
定

Q
町
の
審
議
会
等
設
置
要
綱
等

の
条
例
化
の
目
的
は
。

A
委
員
会
等
の
審
議
内
容
が
直

接
行
政
執
行
に
関
わ
る
部
分
が
多

い
と
思
わ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
、

地
方
自
治
法
に
規
定
す
る
附
属
機

関
と
し
て
条
例
に
よ
り
設
置
し
た

い
。Q条

例
に
基
づ
か
な
い
い
わ
ゆ

る
私
的
諮
問
機
関
で
審
議
し
、
報

酬
を
支
払
っ
た
こ
と
を
違
法
と
す

る
判
例
も
出
て
い
る
。
給
与
条
例

主
義
を
念
頭
と
し
た
条
例
化
か
。

ま
た
、
対
応
が
遅
い
。

A
今
ま
で
、
報
酬
等
を
支
払
う
際

に
要
綱
等
で
は
曖
昧
な
点
が
あ
っ

た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
、
内
部
的

に
設
置
根
拠
を
疑
問
視
す
る
傾
向

も
あ
っ
た
の
は
確
か
で
、
条
例
化

す
べ
き
も
の
に
つ
い
て
行
っ
た
。

Q
町
で
は
、
公
有
財
産
の
取
得

及
び
処
分
価
格
に
つ
い
て
審
議
会

へ
諮
問
し
て
い
る
が
、
そ
の
予
定

価
格
が
２
０
０
０
万
円
以
上
で
、

議
会
の
議
決
に
付
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
７
０
０
万
円
以
上
と
異

な
っ
て
い
る
。
議
会
と
し
て
は
、

町
民
や
有
識
者
等
に
よ
る
審
議
を

経
た
も
の
が
あ
っ
た
ほ
う
が
、
参

考
と
な
り
判
断
材
料
と
な
る
。
審

議
を
行
う
予
定
価
格
を
７
０
０
万

円
以
上
に
し
て
ほ
し
い
。

A
提
案
を
受
け
た
内
容
に
つ
い

て
、
今
後
検
討
す
る
。

議
案
第
４７
号　

地
域
福
祉

計
画
策
定
委
員
会
条
例
の

制
定

Q
第
三
次
地
域
福
祉
計
画
で
の

指
摘
事
項
、
問
題
提
起
が
さ
れ
て

い
る
が
具
体
的
に
ど
う
す
る
の

か
。
今
の
計
画
に
沿
っ
た
具
体
的

問
題
点
・
課
題
に
つ
い
て
協
議
が

必
要
で
は
な
い
か
。「
自
治
会
加

入
率
の
低
下
」「
福
祉
関
係
の
情

報
が
手
に
入
り
づ
ら
い
」
等
、
具

体
化
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。

A
必
要
に
応
じ
て
見
直
し
な
ど

を
検
討
し
、
修
正
が
必
要
な
場
合

な
ど
議
論
を
重
ね
る
必
要
が
あ

る
。
各
部
署
そ
れ
ぞ
れ
で
計
画
を

立
て
、
年
度
ご
と
の
進
捗
管
理
を

実
施
す
る
こ
と
の
必
要
は
感
じ
て

い
る
。
各
個
別
の
計
画
に
お
い
て

も
、
各
課
局
で
も
目
標
の
進
捗
管

理
を
行
う
こ
と
が
必
要
だ
。

議
案
第
４８
号　

老
人
ホ
ー

ム
入
所
判
定
委
員
会
条
例

の
制
定

Q
老
人
ホ
ー
ム
入
所
判
定
委
員

会
が
判
定
す
る
事
例
の
流
れ
に
つ

い
て
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

A
本
人
ま
た
は
関
係
者
か
ら
養

護
老
人
ホ
ー
ム
に
入
所
を
希
望
す

る
場
合
に
つ
い
て
、
町
へ
申
請
が

あ
っ
た
場
合
に
委
員
会
へ
諮
問
す

る
。
委
員
会
は
、
お
お
む
ね
65
歳

以
上
で
身
体
の
衰
え
や
家
庭
の
事

情
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
居
宅
で

の
生
活
が
困
難
な
対
象
者
を
、
国

の
基
準
に
基
づ
き
入
所
に
つ
い
て

判
定
す
る
。
ま
た
委
員
会
が
判
定

し
て
入
所
し
た
対
象
者
に
つ
い
て

は
、
入
所
の
継
続
や
変
更
の
判
定

も
行
う
。

議
案
第
５０
号　

予
防
接
種

健
康
被
害
調
査
委
員
会
条

例
の
制
定

Q
予
防
接
種
に
よ
り
健
康
被
害

が
あ
っ
た
場
合
、
本
人
か
ら
の
申

告
か
医
者
の
報
告
か
。
自
己
判
断

は
難
し
い
。
事
例
の
提
示
な
ど
、

該
当
す
る
よ
う
で
あ
れ
ば
相
談
を

受
け
る
対
応
に
な
っ
て
い
る
の

か
。
被
害
が
起
き
た
場
合
の
ケ
ア

や
補
償
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

A
基
本
は
被
害
を
受
け
た
方
か

ら
の
申
告
。
診
断
し
た
医
師
か
ら

勧
め
ら
れ
て
と
い
う
例
も
あ
る
。

調
査
を
行
い
国
が
判
定
を
行
う
。

医
療
費
の
補
償
、
障
害
が
残
っ
た

場
合
は
障
害
年
金
へ
の
移
行
な

ど
。
被
害
に
よ
り
対
応
が
違
う
。

町
、
国
県
で
は
Ｈ
Ｐ
な
ど
で
周
知

し
て
い
る
。

議
案
第
５２
号　

教
育
支
援

委
員
会
条
例
の
制
定

Q
文
科
省
の
「
就
学
相
談
・
就

学
先
決
定
の
在
り
方
に
つ
い
て
」

で
は
「
幅
広
く
乳
幼
児
期
を
含
め

早
期
か
ら
の
教
育
相
談
や
就
学
相

談
を
行
う
こ
と
に
よ
り
本
人
・
保

護
者
に
十
分
な
情
報
を
提
供
す

る
」
と
い
う
文
言
が
あ
る
。
対
象

範
囲
が
広
い
の
で
は
な
い
の
か
。

就
学
支
援
か
ら
も
う
少
し
踏
み
込

ん
だ
内
容
に
な
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。
目
的
、
組
織
編
成
も
含

め
た
変
更
が
必
要
で
は
な
い
か
。

保
育
園
関
係
者
も
含
め
る
等
。

A
就
学
先
の
決
定
を
支
援
す
る

と
い
う
委
員
会
だ
と
い
う
こ
と
。

早
い
段
階
か
ら
幼
稚
園
の
就
園
等

も
含
め
て
実
際
に
は
相
談
を
受
け

て
い
る
。
す
べ
て
の
子
の
就
学
を

支
援
委
員
会
に
か
け
て
支
援
し
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
広
い
範

囲
で
、
教
育
委
員
会
・
保
健
セ
ン

タ
ー
・
関
係
機
関
と
対
応
を
し
て

い
る
。
改
め
て
構
成
員
含
め
て
の

検
討
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
保
健

セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
委
員
に

入
っ
て
い
る
の
で
、
情
報
交
換
は

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

Q
指
導
は
保
護
者
本
人
の
意
向

に
沿
っ
て
と
い
う
の
が
前
提
と
は

思
う
が
、
添
わ
な
い
場
合
も
あ

る
。
そ
の
場
合
の
対
応
は
。

A
例
え
ば
委
員
会
で
こ
の
子
に
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は
特
別
支
援
学
級
が
適
し
て
い
る

と
判
断
し
て
も
、
保
護
者
の
意
向

を
尊
重
し
そ
の
ま
ま
通
常
学
級
と

い
う
子
も
い
る
。
個
別
対
応
を
し

て
い
る
。

議
案
第
６０
号　

令
和
４
年

度
滑
川
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）
の
議
定

Q
森
林
環
境
基
金
は
、
森
林
整

備
の
た
め
の
間
伐
や
人
材
育
成
・

担
い
手
の
確
保
、
木
材
利
用
の
促

進
な
ど
に
充
て
る
も
の
で
、
今
般

の
使
途
は
た
め
池
周
辺
の
木
の
伐

採
で
計
画
性
も
感
じ
ら
れ
な
い
。

使
途
が
違
わ
な
い
か
。

A
国
か
ら
森
林
環
境
基
金
を
有

効
に
使
用
す
る
よ
う
指
導
が
あ

り
、
町
内
関
係
課
に
お
い
て
協
議

し
、
急
遽
た
め
池
周
辺
森
林
整
備

工
事
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

要望
今
後
に
お
い
て
、
重
要
な
施

策
や
事
業
を
進
め
る
に
は
、
町
民

や
有
識
者
の
意
見
を
反
映
す
る
た

め
委
員
会
等
で
検
討
し
て
ほ
し
い
。

A
町
民
へ
の
透
明
性
の
確
保
が

重
要
で
あ
り
、
委
員
会
等
の
設
置

を
検
討
す
る
。

Q
森
林
環
境
基
金
に
つ
い
て
国

の
役
人
が
町
に
来
て
お
金
を
早
く

使
え
な
ど
と
い
う
こ
と
が
あ
る

の
か
。

A
今
ま
で
そ
ん
な
こ
と
は
な

か
っ
た
。

要望
地
方
自
治
体
の
自
治
権
を
犯

す
こ
と
だ
。
基
金
が
使
え
な
い
の

は
「
人
口
割
」
に
よ
り
金
額
が
少

な
す
ぎ
る
た
め
。
本
来
、
交
付
税

で
面
積
に
応
じ
て
自
治
体
に
交
付

す
べ
き
も
の
。国
に
抗
議
す
べ
き
。

Q
給
食
用
品
費
の
値
上
げ
の
増

大
で
補
正
と
な
っ
た
。
国
か
ら
の

補
助
と
は
な
ら
な
か
っ
た
の
か
。

A
保
護
者
の
負
担
増
の
場
合
、

値
上
げ
し
た
部
分
に
つ
い
て
は
臨

時
交
付
金
の
対
象
と
な
っ
た
が
、

滑
川
町
の
場
合
は
町
が
食
材
費

を
給
食
費
無
償
化
に
よ
り
負
担
し

て
い
る
の
で
補
助
対
象
に
な
ら

な
い
。

Q
今
回
の
事
業
者
支
援
金
に
つ

い
て
対
象
と
金
額
は
。

A
内
訳
は
運
送
業
者
20
万
円
、

15
事
業
者
で
３
０
０
万
円
。
小
規

模
事
業
者
へ
10
万
円
、
１
５
０
事

業
者
１
５
０
０
万
円
。
農
業
者
に

は
年
間
売
上
げ
30
万
円
以
上
の
方

に
５
万
円
、
35
事
業
者
１
７
５
万

円
。
売
上
げ
１
０
０
万
円
以
上
へ

10
万
円
、
48
事
業
者
４
８
０
万

円
。
合
わ
せ
て
２
４
５
５
万
円
。

Q
売
上
げ
の
変
動
は
関
係
な
く

全
事
業
者
対
象
と
い
う
こ
と
か
。

昨
年
申
告
の
事
業
者
に
は
申
請

す
れ
ば
支
給
さ
れ
る
と
い
う
こ

と
か
。

A
燃
料
高
騰
な
ど
重
く
の
し
か

か
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
売
上
げ

の
変
動
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
考

え
て
い
る
。
昨
年
事
業
所
得
申
告

を
し
た
方
を
対
象
。

Q
財
政
調
整
基
金
３
億
円
積
み

立
て
、
総
額
は
い
く
ら
か
。
今
ま

で
に
な
い
金
額
。
か
な
り
の
額
、

目
的
が
あ
る
の
か
。
活
用
に
つ
い

て
の
協
議
を
進
め
て
ほ
し
い
。

A
１１
億
５
０
０
０
万
円
と
な
る

予
定
。
大
災
害
へ
の
対
応
に
５
億

円
。
ご
み
処
理
関
係
、
広
域
消
防

の
関
係
な
ど
一
時
的
継
続
的
に
必

要
に
な
る
。

請願

　建設業従事者のアスベスト被害に対して、2021（令和３）年５月17日、最高裁は一人親方等への責任を含む国の違
法と大手アスベスト建材製造企業10社の賠償を認める判決を下しました。さらに、未提訴の建設アスベスト被害者
に対して、賠償責任に基づく給付金を支払う「特定石綿被害建設業務労働者等に対する給付金等の支給に関する法
律（略称 : 建設アスベスト給付金法）」が成立・施行し、2022年１月から給付金制度が開始されました。
　しかし、同法は国による給付金の支給のみを定めたもので、最高裁によって賠償が確定したアスベスト建材製造
企業の拠出を定めていません。そのため、給付金の額をはじめとして、被害者の十分な救済に結びついていない現
状があります。このことは、最高裁判決時や建設アスベスト給付金法成立時の多くのマスコミ報道でも指摘されて
いるところです。
　同時に、建設アスベスト給付金法は最高裁判決の枠組みを踏襲したため、支給対象には、屋外で主に働いた建設
アスベスト被害者や国の賠償責任期間の直前で現場を離れた被害者等が含まれておらず、死亡後20年間の除斥期間
もより延長されなければなりません。
　こうしたことからも、建設アスベスト被害者の全面的な救済を図るために、建設アスベスト給付金法の改正を早
期に行うことが必要です。
　以上、地方自治法99条の規定により、意見書を提出します。

「特定石綿被害建設業務労働者等に対する給付金等の支給に関する法律」
の改正を求める意見書

第233回定例会に請願が提出され採択されました。
下記の意見書を送付いたしました。� 提出先　内閣総理大臣　他

滑川町マスコットキャラクター　ターナちゃん
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総
務
経
済
建
設
常
任
委
員
協
議
会
報
告

総
務
経
済
建
設
常
任
委
員
協
議
会
報
告　　
期
日
期
日  

令
和
４
年
７
月

令
和
４
年
７
月
２７２７
日（
水
）

日（
水
）

文
教
厚
生
常
任
委
員
協
議
会
報
告

文
教
厚
生
常
任
委
員
協
議
会
報
告　　
期
日
期
日  

令
和
４
年
７
月

令
和
４
年
７
月
２９２９
日（
金
）

日（
金
）

視
察
場
所 �

リ
バ
ー
株
式
会
社
東
松
山
事

業
所
・
は
ま
や
都
作
業
所
・

オ
リ
ッ
ク
ス
資
源
循
環
株
式

会
社

目
　
　
的 �

町
内
の
一
般
廃
棄
物
を
処
理

し
て
い
る
事
業
所
の
視
察

　
町
内
で
廃
棄
さ
れ
る
ご
み
の
処
理
や
再

生
資
源
と
し
て
利
用
し
て
い
る
三
つ
の
事

業
所
を
視
察
し
た
。
リ
バ
ー
株
式
会
社
東

松
山
事
業
所
は
、
古
紙
・
紙
パ
ッ
ク
・
衣

類
等
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
い
る
事
業
所
。

は
ま
や
都
作
業
所
は
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
事
業
と
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
を
通
じ
た
就

労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所
で
、
ゲ
ー
ム
機
、

パ
ソ
コ
ン
の
分
解
作
業
を
行
っ
て
い
る
事

業
所
。
オ
リ
ッ
ク
ス
資
源
環
境
株
式
会
社

は
、
今
年
度
か
ら
燃
え
る
ご
み
の
民
間
委

託
を
し
た
事
業
所
で
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
発
電
施
設
・
寄
居
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ

ン
ト
を
視
察
し
た
。
各
事
業
所
で
は
、
概

要
説
明
を
い
た
だ
き
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

パソコン等の分解作業場（はまや）

文教厚生常任委員協議会（オリックス資源循環㈱）

総務経済建設常任委員協議会（リバー㈱）

再生可能エネルギー発電施設寄居バイオガスプラント（オリックス資源循環㈱）

※
合
同
視
察
で
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
対
策
の
た
め
委
員
会
ご
と
に
分
か
れ
て
視
察
し
ま
し
た
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比企広域市町村圏組合
議会報告

小川地区衛生組合議会報告

期日 令和４年８月９日（火）
場所 東松山市役所議場
≪付議された議案≫…すべて原案のとおり可決
⑴�報告事項…�令和３年度斎場及び霊きゅう自動車

事業特別会計継続費精算報告書につ
いて

⑵議案…�条例改正２件、各会計の補正予算５件、
令和３年度各会計の歳入歳出決算の認定
５件

◦�ときがわ町選出の田中紀吉議員から消防指令共同
運用についての質問が行われました。

期日 令和４年８月２３日（火）
場所 小川町役場議場
≪付議された議案≫…すべて原案のとおり可決
⑴�小川地区衛生組合職員の育児休業等に関する条
例の一部を改正する条例の制定です。国家公務員
に準じて内容の一部を改正するものです。
⑵�小川地区衛生組合廃棄物の処理及び清掃に関す
る条例の一部を改正する条例の制定です。これは
ごみ処理費用の適正化を図るため、事業活動に伴
う廃棄物10kgにつき処理費用を２００円から３００円
に変更するものです。
⑶�令和４年度小川地区衛生組合一般会計補正予算
は、歳入歳出の総額にそれぞれ１億１５５０万円を追
加し歳入歳出の総額を16億８５１８万円にするもの
で、繰越額が決定したことによるものです。
⑷�令和３年度小川地区衛生組合一般会計歳入歳出
決算の認定についてです。歳入は13億１８０４万５７７
９円、歳出10億９６６９万６３２円でした。
◦�一般質問が１件あり「民間委託の状況と課題につ
いて」です。家庭系可燃ごみに想定を超えるプラ
スチックや布製品が20％含まれているのを改善
するのが課題とのことです。
◦�オリックス寄居工場において８月14日乾燥設備
内で火災が発生しました。乾燥設備の熱遮断弁の
熱漏れ等により発火したことが判明、再発防止策
として、熱遮断弁の自動化や自動散水機能を追加
し設備を改善しました。
◦�火災後から道路向かいにある同社の焼却場にご
みを持ち込み焼却していましたが、10月からは平
常のバイオガス処理に戻ります。

１　吉野　正浩　▶P.11
　◦�町道上に張り出した草木の切除
　◦�大河ドラマ「鎌倉殿の13人」放送を契機と

した魅力発信事業

２　宮島　一夫　▶P.12
　◦町の発展の姿
　◦�実施計画

３　内田　敏雄　▶P.13
　◦�行政サービスのデジタル化
　◦�山林の維持管理

４　阿部　弘明　▶P.14
　◦�物価高騰や新型コロナ急拡大に対して住民・

農業、事業者の支援を
　◦�インボイス制度導入の懸念と町の対応、考え方
　◦�教諭の多忙化と改善策
　◦�保育士の処遇改善へ町の施策を
　◦�戦争遺跡の保存

5　上野　葉月　▶P.15
　◦�宮前小学校の遠距離通学
　◦�役場庁舎内でのマスク着用とアクリル板設置

※一般質問
　議員が町の行財政にわたる執行状況や将来への方針等につ
いて所信を聞き、報告や説明を求め、疑問点を問い質すこと。

　９月定例会では５人の議員による一般質問が行わ
れ、町政全般について活発に議論されました。なお、
議論の詳細については、下記をぜひご覧ください。

●議事録 ※次の定例会までに公開
　滑川町ホームページ→議会→会議録

●議会音声配信 ※議会当日夕方には配信
　�滑川町ホームページ→議会→議会音
声インターネット配信（録音）→滑川
町議会音声インターネット配信 議 会

一般質問
ここがここが
聞きたい聞きたい

町町政政をを問問うう
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幹線町道や通学路を中心
に行っている

町道上に張り出し交通に
支障のある草木の管理は問

答

問　
車
道
や
歩
道
上
へ
の
草・

庭
木
・
生
垣
の
越
境
繁
茂
や
、

山
林
の
樹
木
な
ど
の
張
り
出

し
は
、
歩
行
者
及
び
自
動
車

等
の
通
行
や
見
通
し
の
妨
げ

と
な
り
、
交
通
事
故
の
原
因

と
な
る
可
能
性
が
あ
り
大
変

危
険
で
あ
る
。
町
道
上
に
張

り
出
し
て
い
る
草
木
に
対
す

る
町
民
か
ら
の
苦
情
や
通
報

等
の
状
況
及
び
対
応
は
。

答　
毎
年
６
月
か
ら
11
月
に
か

け
て
多
く
の
要
望
が
、
電
話
、
窓

口
、
電
子
メ
ー
ル
で
あ
る
。
町
の

所
有
に
係
る
も
の
は
町
に
お
い
て

適
切
に
処
理
を
し
、
民
地
の
場
合

は
、
所
有
者
に
除
草
や
伐
採
を
お

願
い
し
て
い
る
。

問　
町
道
に
張
り
出
し
て
い

る
草
木
の
把
握
方
法
と
、
樹
木

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
場
合
に

交
通
の
支
障
を
及
ぼ
す
恐
れ
が

あ
る
と
判
断
し
て
い
る
か
。
ま

た
、
切
除
依
頼
の
状
況
は
。

答　
町
職
員
に
よ
る
道
路
パ
ト

ロ
ー
ル
と
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
委
託
し
把
握
し
て
い
る
。
樹

木
が
交
通
に
支
障
を
及
ぼ
す
判
断

基
準
と
し
て
は
、
車
道
で
あ
れ
ば
、

枝
が
４
･
５
ｍ
以
下
、
歩
道
で
あ
れ

ば
２
･
５
ｍ
以
下
と
考
え
て
い
る
。

危
険
性
や
緊
急
性
が
あ
れ
ば
、
職

吉吉
よしよし

野野
のの

  正正
まさひろまさひろ

浩浩  議員議員

員
に
よ
る
切
除
を
行
っ
て
お
り
、

そ
れ
以
外
は
直
接
所
有
者
の
方
に

連
絡
し
て
お
願
い
し
て
い
る
。
町

外
の
方
に
は
、
写
真
を
添
え
文
書

で
お
願
い
し
て
い
る
。

問　
町
道
の
除
草
を
町
民
が

行
っ
て
い
る
姿
を
見
る
が
、
車

と
の
接
触
や
車
に
石
が
飛
ん
だ

場
合
の
損
害
賠
償
、
自
己
の
怪

我
な
ど
気
に
な
る
。
善
意
で
行

う
個
人
に
対
し
て
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
保
険
等
は
考
え
ら
れ
な

い
か
。

答　
地
権
者
や
多
く
の
町
民
の

方
に
除
草
作
業
の
協
力
を
い
た
だ

い
て
い
る
の
は
承
知
し
、
感
謝
し

て
い
る
。
県
や
近
隣
の
自
治
体
に

照
会
し
て
み
た
が
、
個
人
が
行
う

善
意
の
作
業
に
つ
い
て
の
保
険
等

は
な
か
っ
た
。

要望 

町
道
に
は
み
出
し
た
草
木

等
の
管
理
の
協
力
に
つ
い
て
、
広

報
等
で
周
知
す
る
こ
と
と
、
他
の

自
治
体
で
保
険
加
入
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う
な
の
で
、
保

険
の
加
入
に
つ
い
て
調
査
・
研
究

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

歴
史
・
史
跡
と
町
の
活

性
化

問　
大
河
ド
ラ
マ
「
鎌
倉
殿

の
13
人
」
の
放
送
を
契
機
と
し

て
、
本
町
及
び
比
企
市
町
村
推

進
協
議
会
は
、
魅
力
発
信
事
業

を
進
め
て
い
る
が
、
今
後
の
計

画
は
。

答　
町
内
の
交
通
ア
ク
セ
ス
を

憂
慮
し
、
電
動
の
三
輪
車
を
利
用

し
た
町
内
へ
の
誘
客
宣
伝
事
業
を

実
施
す
る
。
協
議
会
事
業
と
し
て

は
、
９
月
23
日
吉
見
町
フ
レ
サ
よ

し
み
に
お
い
て
、
講
演
会
を
実
施

す
る
。

問　
魅
力
発
信
事
業
に
お
け

る
成
果
・
反
響
等
は
。

答　
報
道
・
放
映
関
係
で
は
、

６
月
定
例
議
会
以
降
で
、
テ
レ
ビ

取
材
２
件
、
新
聞
取
材
が
１
件

あ
っ
た
。
放
送
を
契
機
と
し
た
谷

津
田
米
の
販
売
は
好
調
で
、
さ
ら

に
Ｐ
Ｒ
活
動
を
推
進
し
て
い
き
た

い
。

要望 

大
河
ド
ラ
マ
の
放
映
も
12

月
で
最
終
放
送
に
な
る
。
比
企
氏

ゆ
か
り
の
地
と
し
て
、
放
送
を
記

念
し
て
記
念
碑
の
設
置
を
検
討
し

て
は
ど
う
か
。

歩道上に張り出した雑草

役場ロビーでのパネル展示
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区画整理事業と工場誘致
を進めたい

町の発展のための取組を問

答

問　
町
の
発
展
の
姿
に
つ
い

て
伺
う
。
町
の
発
展
の
た
め
に

は
人
口
増
加
が
必
須
条
件
で
あ

る
。
そ
の
た
め
に
は
住
宅
と
働

く
場
所
が
必
要
で
あ
る
。
ど
の

よ
う
な
取
組
を
し
て
い
る
か
。

答　
町
で
は
区
画
整
理
事
業
を

計
画
し
て
い
る
。
こ
の
事
業
で
優

良
住
宅
地
を
整
備
す
る
。
工
場
を

誘
致
し
て
町
民
の
働
く
場
を
確
保

す
る
。

月の輪小学校と整備された歩道付き道路

つきのわ駅北口

宮宮
みやじまみやじま

島島  一一
か ず おか ず お

夫夫  議員議員

問　
考
え
方
は
良
い
と
思
う

が
進
捗
状
況
が
少
し
遅
い
と
考

え
る
。

答　
今
ま
で
も
努
力
し
て
進
め

て
い
る
が
さ
ら
に
強
力
に
進
め
て

い
く
。

要望 

難
し
い
課
題
で
は
あ
る

が
、
引
き
続
き
進
め
て
も
ら
い
た

い
。
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自治体ＤX推進計画※に
基づき作業を進めている

行政サービスのデジタ
ル化推進状況は問

答

住
民
票
の
コ
ン
ビ
ニ
交

付
は

問　
総
務
省
は
、
Ｉ
Ｔ
を
活
用

し
利
便
性
の
向
上
を
国
民
が
早

期
に
享
受
で
き
る
よ
う
、
オ
ン

ラ
イ
ン
化
を
進
め
る
こ
と
を
求

め
て
い
る
。
自
治
体
に
は
業
務

の
「
効
率
性
・
利
便
性
向
上
」、

そ
し
て
「
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
確

保
」
を
両
立
す
る
対
策
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
町
の
現
状
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。
ま
た
滑
川

町
も
住
民
票
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付

が
開
始
さ
れ
る
そ
う
だ
が
、
コ

ン
ビ
ニ
交
付
で
ど
の
よ
う
な
こ

と
が
い
つ
か
ら
で
き
る
の
か
。

答　
滑
川
町
は
、
自
治
体
業
務
の

標
準
化
や
共
通
化
に
つ
い
て
、
埼

玉
県
町
村
会
情
報
シ
ス
テ
ム
推
進

協
議
会
に
お
い
て
共
同
作
業
に
参

画
す
る
こ
と
に
し
た
。
ま
た
、
町

の
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
や
財
務
会

計
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
も
、
町
単

独
で
は
人
的
に
も
経
費
的
に
も
不

足
す
る
の
で
、
県
町
村
会
の
共
同

作
業
チ
ー
ム
に
参
加
し
て
進
め
て

い
る
。
町
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー

ビ
ス
は
令
和
５
年
２
月
１
日
開
始

を
予
定
し
て
い
る
。マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
利
用
し
て
、
全
国
の
コ

ン
ビ
ニ
で
朝
６
時
30
分
か
ら
夜
11

時
ま
で
土
・
日
・
祝
日
で
も
利
用

で
き
る
よ
う
に
な
る
。
住
民
票
の

写
し
、印
鑑
登
録
証
明
書
、所
得（
課

税
）
証
明
書
が
取
得
で
き
る
よ
う

に
な
る
。

山
林
の
維
持
管
理
は

問　
滑
川
町
の
地
目
別
土
地

構
成
は
山
林
が
約
26
％
と
な
っ

て
い
る
。
町
の
山
林
は
、
農
家

な
ど
が
燃
料
や
肥
料
を
採
取
す

る
場
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
が

利
用
用
途
が
激
減
し
、
管
理
者

も
高
齢
化
し
て
放
置
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
が
多
い
。
そ
の
た

め
、
か
つ
て
山
仕
事
の
際
に
利

用
さ
れ
て
い
た
林
道
（
町
道
）

内内
う ち だう ち だ

田田  敏敏
と し おと し お

雄雄  議員議員

も
通
行
不
能
と
な
っ
て
い
る
と

こ
ろ
が
あ
り
、
町
の
考
え
を
伺

い
た
い
。

答　
後
継
者
問
題
を
中
心
に
林

業
は
全
国
で
深
刻
な
状
態
に
な
っ

て
い
る
。
町
で
は
、
山
林
に
お
け

る
苦
情
等
が
あ
っ
た
場
合
は
、
地

権
者
へ
連
絡
し
て
対
応
し
て
も

ら
っ
て
い
る
。
所
有
地
に
お
け
る

最
低
限
の
管
理
は
、
各
自
適
切
に

行
っ
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
通
行
不
能
と
な
っ
て

い
る
林
道
は
生
活
道
路
で
は
な
い

た
め
、
需
要
を
考
慮
し
て
適
宜
対

応
し
て
い
き
た
い
。

植林された山林と林道

※�　

自
治
体
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
推
進
計
画
と
は
、

２
０
２
０
年
12
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
デ
ジ
タ
ル
・
ガ
バ
メ
ン
ト
実
行
計
画
」

に
お
い
て
、
情
報
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
・
共
通
化
や
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
標
準
化

と
い
っ
た
、
自
治
体
が
取
り
組
む
べ
き
事
項
を
取
り
ま
と
め
た
も
の
の
こ
と
。
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問　
物
価
の
高
騰
が
続
い
て
い

る
。
農
家
・
酪
農
家
・
事
業
所

へ
の
支
援
策
を
。
住
民
の
暮
ら

し
を
守
る
給
付
事
業
や
支
援
策

を
。
国
保
加
入
の
コ
ロ
ナ
感
染

者
へ
の
傷
病
手
当
金
の
延
長
を
。

答　
「
滑
川
町
燃
料
費
等
高
騰
等

対
策
事
業
者
支
援
金
」
を
交
付
す

る
。
農
業
収
入
が
年
間
１
０
０
万

円
以
上
の
方
に
10
万
円
、
年
間
30

万
円
以
上
の
方
に
５
万
円
。
運
送

事
業
者
20
万
円
、
小
規
模
事
業
者

10
万
円
、
個
人
事
業
者
10
万
円
を

支
援
。「
住
民
税
非
課
税
世
帯
等

応
援
給
付
金
事
業
」
で
１
世
帯
当

た
り
１
万
円
支
給
す
る
。「
住
民

税
非
課
税
世
帯
等
子
育
て
応
援
給

付
金
事
業
」
で
対
象
児
童
１
人
に

つ
き
３
万
円
。
傷
病
手
当
金
の
期

限
は
12
月
31
日
ま
で
延
長
す
る
。

イ
ン
ボ
イ
ス
導
入
へ
の

影
響
は

問　
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
導

入
に
は
、「
負
担
増
」「
取
引
の

継
続
」「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵

害
」
な
ど
の
不
安
が
あ
る
。
町

内
で
影
響
を
受
け
る
方
は
何
人

か
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

へ
の
影
響
に
つ
い
て
。

答　
町
内
で
影
響
を
受
け
る
の

は
売
上
げ
１
千
万
円
未
満
４
８
５

は
「
保
育
士
の
確
保
」。
そ
の

原
因
に
国
の
「
公
定
価
格
」
が

低
す
ぎ
る
問
題
が
あ
る
。
町
の

保
育
所
の
実
態
は
。「
民
間
保

育
園
運
営
費
補
助
」
を
な
く
し

た
経
過
と
同
補
助
の
復
活
の
予

定
は
。

答　
町
内
保
育
所
７
園
の
実
態

は
、
保
育
士
の
確
保
困
難
で
人
材

紹
介
会
社
に
依
頼
し
て
い
る
の
が

１
園
。
紹
介
会
社
を
利
用
す
る
と

年
収
の
20
～
25
％
が
手
数
料
と
し

て
か
か
り
、
保
育
所
運
営
に
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
る
と
の
こ
と
。
ま

た
、
３
園
で
１
～
３
年
以
内
の
離

職
。
多
い
所
で
は
６
名
が
離
職
し

た
。「
保
育
所
運
営
改
善
補
助
」は
、

平
成
15
年
度
か
ら
園
児
１
人
当
た

り
月
額
１
５
０
０
円
、
平
成
28
年

人
。
農
業
者
１
５
５
人
、
フ
リ
ー

ラ
ン
ス
２
５
２
人
。
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
に
多
額
の
消
費
税
負

担
が
予
想
さ
れ
る
。

教
員
の
多
忙
化
で
子
ど

も
へ
の
影
響
は

問　
教
員
の
多
忙
化
が
指
摘

さ
れ
子
ど
も
た
ち
へ
の
影
響
が

心
配
だ
。

答　
町
で
は
、「
働
き
方
改
革
基

本
方
針
」
に
基
づ
き
、
年
度
ご
と

に
重
点
と
目
標
を
設
定
し
取
組
を

進
め
て
い
る
。

保
育
園
の
実
態
と
支
援
策
は

問　
保
育
園
の
共
通
の
悩
み

阿阿
あ べあ べ

部部  弘弘
ひろあきひろあき

明明  議員議員

度
か
ら
１
０
０
０
円
の
交
付
金
を

実
施
し
て
き
た
。
令
和
３
年
度
か

ら
徴
税
を
中
心
に
大
幅
な
歳
入
の

減
額
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

予
算
計
上
を
見
送
っ
た
。今
後
は
、

財
源
の
安
定
的
確
保
の
時
点
で
補

助
の
再
開
を
検
討
し
た
い
。

町
の
戦
争
遺
跡
の
保
存
を

問　
町
内
に
は
、
戦
時
中
の

様
々
な
記
録
や
遺
跡
が
今
な
お

存
在
し
て
い
る
。こ
れ
ら
を「
戦

争
遺
跡
」
と
し
て
残
す
こ
と
の

検
討
を
。

答　
戦
争
遺
跡
の
保
存
は
、バ
ー

チ
ャ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
デ
ジ

タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
で
後
世
に
残

し
た
い
。

農家や事業者支援、
非課税世帯支援など行う

物価高騰から営業と暮ら
しを守る施策を問

答

ヘリテイジ裏側の小原飛行場の地下壕跡

福田・湯谷の地下軍事工場跡の坑口跡
現在は安全のためにふさがれている
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遠
距
離
通
学
の
解
消
４
案

問　
①
森
林
公
園
駅
南
側
の
小

学
校
用
地
と
し
て
取
得
し
た
土

地
へ
の
小
学
校
新
設　
②
東
松

山
市
立
青
鳥
小
学
校
及
び
唐
子

小
学
校
へ
の
区
域
外
通
学
の
再

実
現　
③
通
学
バ
ス
の
運
行　

④
電
車
通
学
（
町
内
学
区
の
柔

軟
化
に
よ
る
学
校
選
択
制
）
が

あ
る
。
コ
ス
ト
重
視
に
よ
る
遠

距
離
通
学
の
放
置
は
、
結
局
は

学
童
保
育
利
用
の
増
加
と
い
う

コ
ス
ト
増
に
つ
な
が
る
。『
保

護
者
の
送
迎
を
前
提
と
し
な
い

通
学
』
の
実
現
は
、
行
政
の
責

務
で
あ
り
コ
ス
ト
を
理
由
に
不

作
為
を
通
せ
る
こ
と
で
は
な

い
。
子
ど
も
と
保
護
者
に
か
け

て
い
る
負
担
を
認
識
し
、
そ
の

責
任
が
町
政
に
あ
る
と
認
識
す

べ
き
だ
。
解
決
策
は
。

答　
遠
距
離
通
学
の
解
消
に
向

け
て
検
討
す
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対

策
は
い
つ
ま
で

問　
役
場
庁
舎
内
で
何
の
た

め
に
ア
ク
リ
ル
板
を
設
置
し
マ

ス
ク
着
用
の
お
願
い
を
し
て
い

る
の
か
。

答　
感
染
源
と
な
る
飛
沫
・
エ

ア
ロ
ゾ
ル
、
ウ
イ
ル
ス
の
付
着
し

た
手
指
等
で
触
る
こ
と
を
防
ぐ
た

め
に
設
置
・
着
用
し
て
い
る
。

問　
防
げ
る
の
は
飛
沫
の

み
。
エ
ア
ロ
ゾ
ル
は
防
げ
な
い

と
考
え
る
。
マ
ス
ク
着
用
を
求

め
る
法
的
根
拠
は
あ
る
か
。

答　
な
い
。

問　
ど
の
よ
う
な
状
況
に

な
っ
た
ら
、
ア
ク
リ
ル
板
・
マ

ス
ク
の
使
用
を
や
め
る
の
か
。

答　
少
し
で
も
感
染
リ
ス
ク
を
軽

減
で
き
る
対
策
で
あ
れ
ば
行
う
。

問　
滑
川
町
で
も
婚
姻
数
は

２
０
１
９
年
１
６
７
組
か
ら

２
０
２
１
年
１
０
８
組
に
激
減

し
て
お
り
、
少
子
化
を
加
速
さ

せ
る
確
実
な
要
因
と
な
る
。

２
０
２
１
年
人
口
動
態
で
は
出

生
数
は
減
少
し
、
自
殺
者
・
死

亡
者
は
増
加
し
て
い
る
。
厚
生

労
働
省
に
よ
る
と
「
陽
性
者

の
う
ち
の
死
亡
者
の
割
合
」

は
、
10
歳
未
満
か
ら
30
代
ま
で

０
％
、
40
代
０
･
０
２
％
、
50

代
０
･
０
６
％
、
60
代
０
･

２
１
％
、
70
代
０
･
８
９
％
、

80
代
以
上
３
･
０
４
％
だ
。

２
０
２
１
年
男
性
平
均
寿
命

は
、
81
･
４
７
才
、
女
性
平
均

上上
う え のう え の

野野  葉葉
は づ きは づ き

月月  議員議員

寿
命
は
87
･
５
７
才
。
新
型
コ

ロ
ナ
で
亡
く
な
っ
て
い
る
方
の

平
均
年
齢
が
82
歳
で
あ
る
。
こ

の
統
計
数
値
を
ど
う
思
う
か
。

答　
当
事
者
に
な
っ
た
場
合
は

数
値
の
問
題
で
は
な
く
、
０
か

１
０
０
か
。
最
も
⽴
場
の
弱
い
⽅

を
尊
重
し
な
が
ら
感
染
対
策
を
継

続
し
て
い
く
。

要望 

遠
距
離
通
学
で
、「
最
も
立

場
の
弱
い
方
」
に
焦
点
を
あ
て
た

対
策
を
⾏
政
が
行
っ
て
い
た
か
疑

問
で
あ
り
矛
盾
を
感
じ
る
。
感
染

対
策
の
対
価
は
ゼ
ロ
で
は
な
い
こ

と
を
考
え
て
ほ
し
い
。

最も⽴場の弱い⽅を尊重
しコロナ感染対策継続

婚姻数３分の２に激減
対策の対価は０

ゼ ロ

ではない問

答
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編
集
後
記

　

９
月
は
決
算
審
査
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
昨
年
度
の
予
算

に
基
づ
い
て
収
入
と
支
出
が

ど
う
だ
っ
た
の
か
。
そ
の
結

果
ど
の
よ
う
な
成
果
を
上
げ

る
こ
と
が
で
き
た
か
が
審
議

さ
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
払
っ

た
税
金
が
住
民
の
教
育
や
福

祉
の
た
め
に
使
わ
れ
た
の
か
。

そ
れ
が
住
民
の
要
求
に
叶
っ

て
い
る
か
。
そ
の
た
め
の
収

入
を
「
ど
う
や
っ
て
得
た
か
」。

財
政
運
営
は
健
全
か
…
な
ど

を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。
３
月

議
会
は
予
算
審
査
が
行
わ
れ

ま
す
。
あ
な
た
の
払
っ
た
税

金
が
ど
う
使
わ
れ
て
い
る
の

か
？ 

傍
聴
に
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。�

（
阿
部　

弘
明
）

【
編
集
】

�

議
会
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次の定例会予定は
12月6日（火）～

議会だよりの感想・ご意見を募集します

　「氏名」「連絡先」（匿名可）をご記入の上、見出
しに「議会だよりの感想」と明記の上、下記までお
送りください。いただいたご意見等につきましては、
一部を議会だよりにて紹介していく予定です。
宛先：滑川町議会事務局
〒３５５-8585 埼玉県比企郡滑川町大字福田７５０番地１
TEL. ０４９３- ５６- ６９１３　FAX. ０４９３- ５６- ５５２２
E-mail na3411801@town.namegawa.lg.jp

●議事録 ※次の議会までに公開
　滑川町ホームページ→議会→会議録

●議会音声配信 ※議会当日夕方には配信
　�滑川町ホームページ→議会→議会音声イン
ターネット配信（録音）→滑川町議会音声イン
ターネット配信

議 会

委
員
長
の
ひ
と
言

　

柿
が
赤
く
な
れ
ば
医
者
が
青
く
な
る
と
い
う
言
葉

が
あ
り
ま
す
。

　

秋
は
気
候
が
よ
く
気
が
緩
み
が
ち
で
す
が
、
こ
れ

か
ら
来
る
寒
い
季
節
に
備
え
て
、
み
ん
な
で
協
力
し
合

い
、
感
染
予
防
を
し
て
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

令和４年９月開始「加齢性難聴者への補聴器購入補助制度導入」へのご意見（P3,P10）

Ｑ� �
補助制度開始前に購入している者には補助はないのでしょうか？

Ａ� �制度が開始される年月日より後に、購入することが対象の条件となります。制度を作り予算を動かす
となると、どうしても条件付けが必要になってきてしまいます。わずかな差で助成の対象となるかな
らないかに違いが出てきてしまう方がいることを心に留めつつ、これからの制度設計の提案に生かし
ていく所存です。ご意見ありがとうございます。

場
所
：
羽
尾
高
橋
下
流

　

過
去
最
強
ク
ラ
ス
と
予
報
さ
れ
た
台
風
14
号
は
、

滑
川
町
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
す
こ
と
な
く
過

ぎ
去
り
ま
し
た
。
稲
刈
り
時
期
に
当
た
っ
た
た
め
、

稲
穂
が
倒
れ
て
し
ま
っ
た
田
が
あ
り
ま
し
た
。

　

道
路
を
ふ
さ
ぐ
よ
う
な
倒
木
が
、
和
泉
な
ど
で

３
か
所
あ
り
ま
し
た
が
、
土
砂
崩
れ
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

表
紙
の
写
真
に
つ
い
て

第１４6号議会だよりについてご意見をいただきました！
議会だよりへのご意見に
議員がお答えします！
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